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1. はじめに 

動画ニュースには多様なジャンルの情報があり，記事

のみのニュースに比べて，映像や音声を記録しており重

要な情報源である。しかしながら，一日に大量の動画ニ

ュースが放送されるために，ユーザは情報を探し出す必

要があり，ユーザにとって欲しい情報や有益な情報を入

手するのが困難である。また，ニュースは時事情報であ

るので，個人のニュースに対するニーズは時々刻々と変

化していく。 

ニュースというコンテンツを対象とした場合，ユーザ

が本質的に求める情報とは，コンテンツ自身が持つ内容

的価値に対するものだけではなく，ニュースという特性

が持つ社会の時事情報としての社会的価値を持った情報

である。例えば，現在最も放映されている話題のニュー

ス，あるいは，類似した話題のニュース群において新し

いニュース，他のニュースに比べてよくまとまっている

ニュースなどが挙げられる。既存のレコメンドエンジン

は，コンテンツの価値をコンテンツ自身で閉じた内容特

性しか把握していないため，ユーザがニュースというコ

ンテンツに本質的に望む社会的価値への嗜好をすくいだ

すことはできていない。 

そこで本研究では，ニュースの価値として，コンテン

ツ自身が示す内容的価値だけでなく，ニュースコンテン

ツのもつ社会的価値という特性を考慮した推薦システム

について検討することを目的とする。 

2. 関連研究 

TiVo(2004)は，協調フィルタリングと内容ベースフィル

タリングによって予測された評価値の高いアイテムから，

ハードディスクに自動録画するシステムである。このシ

ステムにおいて cold-start 問題を解決するため内容ベース

フィルタリングを補完的に用いている。また，折原ら

(2006)は電子番組表(EPG)と AV 視聴履歴を用いることに

より TV 番組推薦システムを構築している。しかしながら，

これらのシステムは番組ごとの推薦をすることを目的と

しており，シーンごとに推薦するシステムは存在しない。

ニュースの内容は多岐に及び，番組単位の推薦では，個

人の嗜好を的確にとらえられず，有益な情報を提供でき

ないため，本研究ではシーン単位での推薦を行う。 

馬ら(2000)はネット上で配信されるニュース記事の特性

から，3 つの特徴量（ 流行度， 新鮮度， 緊急度 ）を定義

し，ユーザプロファイルと併用したフィルタリング手法

を提案している。しかし，適合フィードバックを用いて

いないため，嗜好性の変化は取り入れられていない。 

角谷ら(2002)はマルチチャンネル型ニュース配信システ

ムを提案し，時間情報に基づくクラスタリング方式によ

り情報自身の内容から重要度を計算することを行ってい

る。この手法は， ニュースの内容を抽出することを目的

として研究を行っており，個人化推薦は行っていない。 

推薦システムには大きく分けて内容ベースフィルタリ

ングによる手法と強調フィルタリングによる手法の 2 種類

がある。内容ベースフィルタリングは，内容そのものの

属性群からユーザの嗜好を反映させる特徴を抽出し，ユ

ーザの好む内容と類似した内容を推薦する手法である。

動画ニュースというフローコンテンツの特性を考えたと

き，評価情報が必要な協調フィルタリングよりも内容ベ

ースフィルタリングが適していると考えられる。 

本論文では，毎日配信されるニュースの内容を考慮し，

社会に対する話題性を考慮した推薦システムを提案する

ために，内容ベースフィルタリングをベースとした推薦

方式を検討する。 

3. 動画ニュースの特性 

動画ニュースの特性とユーザのニーズおよび社会の関

係を図 1 に示す。社会で発生した様々な事件や出来事は、

動画ニュースとして編成され報道される。ユーザは，社

会について知りたいというニーズを持っているが，すべ

ての社会を自分自身で把握することは不可能なため，動

画ニュースを視聴することで社会について知ることとな

る。動画ニュースは日々配信され，その情報は時間とと

もに変化する。時系列データであるニュースの特性とし

て，発生する内容が予測不可能であることや，時系列的

につながっているこが考えられる。 視聴者はこれらのニ

ュースに対して自身のもつ嗜好性のみではなく，社会的

話題性から観たい情報を選択する。 

我々は，ニュースの持つ多面的な価値を表現するため

に，コンテンツ自身が持つ情報による内容的価値と，ニ

ュースコンテンツとしての社会的価値という観点から動

画ニュースを考える。  特に社会的価値を「流行性」，

「新規性」，「要約性」の 3 つの視点により表現する。 

「流行性」とは，最も放送されているニュースシーン

数が多い話題は，社会的に関心度の高い情報であること

を示す価値である。「新規性」とは，類似したニュース

群において最も付加価値の高いニュースであることを示

す価値である。すなわち，同様のニュースの中で新しい
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図 1. 動画ニュースの特性とユーザのニーズの概念図 
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内容を含むニュースのことである。「要約性」とは，一

つの話題の中で時系列的にそれまでの情報を網羅したニ

ュースであることを表現する価値である。 

4.動画ニュースと社会的価値の関係性の検証 

本分析の目的は，視聴者の観たいシーンが嗜好性だけ

でなく，社会的価値に影響されることを検証することで

ある。本稿では，アンケートによって話題性について分

析する。 

4.1. データセット 

分析には，2009 年 3 月 23 日から 29 日までの期間 TV キ

ー局で放送された TV 動画のシーンデータを用い，アンケ

ートを作成している。動画のシーン数は一日平均約 1，

600 シーンであり，その中から 200 シーンをランダムで選

択し一日分のアンケートシートとして合計 7 日分を作成し

ている。被験者は，10 代から 50 代までの男性，女性の合

計 20 人である。評価方法としては各シーンに対して，見

たい／どちらでもない／嫌い，の三段階で評価してもら

っている。 

4.2. 分析結果 

アンケート期間中に発生したニュースの中で，最も放

映数の多かった 5 つの話題の中から WBC 日本代表と北朝

鮮問題に関してのアンケート結果と被験者からのコメン

トを基に流行性，新規性，要約性について述べる。 

WBC 日本代表に関する分析結果を図 2 に示す。図 2 は

曜日毎に，全シーンに対して WBC 日本代表に関するシー

ンが放送されたかを示す。火曜日の内容として，日本代

表がアメリカを破り決勝進出を伝えるニュースが放送さ

れた。また水曜日は韓国を破り WBC 二連覇を達成したニ

ュースが放送されている。これにより，火曜日と水曜日

の WBC 日本代表に関するシーンが他の曜日に比べ多く放

送されている。アンケート結果から WBC 日本代表のニュ

ースを観たいと評価した結果が火曜日 33%，水曜日 27%

と月曜日の 15%に対して増加し，木曜日に再び減少して

いる。これは，図 3 の火曜日に準決勝でアメリカに勝利し

たニュース，水曜日に韓国を破り WBC 二連覇を達成した

ニュースが放映された日と一致している。このことから，

視聴者がよく報道されるニュースを好んで視聴している

ことがわかる。 

次に，北朝鮮問題に対する分析結果について述べる。

ユーザの北朝鮮に関するシーンに対して観たいと評価し

た数の割合は，木曜 23%，金曜 27%と月曜から水曜まで

よりも観たいと回答した結果よりも多かった。これは，

木曜日にテポドンの発射準備に関するニュースに対して

の報道，金曜日の政府が破壊措置命令を発令したこと，

およびイージス護衛艦を日本海に配備したニュースの放

映された日と一致している。このことから，新しい情報

が動画ニュースとして投入されると視聴者がそのニュー

スを好んで視聴していることがわかる。 

週末のシーン数は平日のシーン数よりも少ない。また，

週末と平日の 1 シーンあたりの放送時間を比較すると，週

末のほうが長いことが確認されている。これは，週末に

はその一週間にあった出来事をまとめて報道する番組が

増加するためと考えられる。被験者からも土日において

は今までの放送されたニュースの内容をまとめた動画ニ

ュースが多くなっているとコメントが得られている。こ

のことから，視聴者は平日と週末で異なる視聴行動を行

っていることがわかる。 

 
図 2. WBC 日本代表放送数の全シーンに対する割合 

 

5.社会的価値をふまえた動画ニュース推薦 

4 節の検証により、視聴者がよく報道されるニュースを

好んで視聴していること、視聴者が新たに投入されたニ

ュースを好んで視聴していること、週末と平日では視聴

行動に差があり週末にはまとめられたニュースを希望し

ていることが確認されている。 

これまでの推薦システムは、個人の嗜好に合った推薦

をすることを目的に構築されている。しかし、動画ニュ

ースという日々刻々と変わり、個人の嗜好とは関係なく、

社会的価値が重視されるコンテンツには、不十分である

と考える。例え、野球や北朝鮮について興味がない人で

あっても、周りの人々が注目している WBC に関する話題

や、自身の危険に関係するミサイル情報などには関心を

持つことは十分に考えられ、それらの動画ニュースを推

薦できる推薦システムが必要となると考える。 

以上の結果から，ニュースの社会的価値を表す流行性

と新規性を指標として加えた新たなユーザプロファイル

を提案する。提案式は， 

 

 

 

となる。ユーザプロファイルを作成する式として，

Rocchio の式に流行性，新規性，要約性の指標である fresh，

trend，abst を付加する。具体的な指標の定義については今

後の課題である。 
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